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例　　言

１．本書は大分県中津市教育委員会が2019年度に実施した市内遺跡発掘調査事業の調査概報である。
２．調査は2019年度国宝重要文化財等保存・活用事業費および2019年度大分県文化財保存事業費

の補助を受けて実施した。
３．　調査主体　　　　中津市教育委員会
　　　調査責任者　　　粟田　英代（中津市教育委員会教育長）
　　　調査指導委員会　中村　修身（北部九州中近世城郭研究会名誉会長）
　　　　　　　　　　　宮武　正登（佐賀大学教授）
　　　　　　　　　　　長野　淳雄（中津市文化財調査委員会長）
　　　　　　　　　　　小柳　和宏（大分県立埋蔵文化財センター非常勤職員）
　　　　　　　　　　　三重野　誠（大分県教育庁文化課参事）
　　　調査指導　　　　近江　俊秀（文化庁文化財第二課主任調査官）
　　　　　　　　　　　井　　大樹（大分県教育庁文化課主事）
　　　事務局　　　　　大下　洋志（中津市教育委員会教育次長）
　　　　　　　　　　　高尾　良香（　　　　同　　　社会教育課長）
　　　　　　　　　　　河野さくら（　　　　同　　　　　　　　管理・文化振興係主幹）
　　　　　　　　　　　村上　豊成（　　　　同　　　　　　　　管理・文化振興係主幹）
　　　　　　　　　　　速水　　誠（　　　　同　　　　　　　　管理・文化振興係員）
　　　　　　　　　　　渡邊奈津子（　　　　同　　　　　　　　管理・文化振興係員）
　　　調査、調査事務　高崎　章子（　　　　同　　　　　　　　文化財室長兼中津市歴史博物館長）
　　　　　　　　　　　花崎　　徹（　　　　同　　　　　　　　　　　　主幹兼中津市歴史博物館副館長）
　　　　　　　　　　　浦井　直幸（　　　　同　　　　　　　　　　　　文化財係兼中津市歴史博物館員）
　　　　　　　　　　　丸山　利枝（　　　　同　　　　　　　　　　　　文化財係兼中津市歴史博物館員）
　　　　　　　　　　　三谷　紘平（　　　　同　　　　　　　　　　　　文化財係兼中津市歴史博物館員）
　　　　　　　　　　　衞藤　美紀（　　　　同　　　　　　　　　　　　文化財係兼中津市歴史博物館員）
　　　　　　　　　　　曽我　俊裕（　　　　同　　　　　　　　　　　　文化財係兼中津市歴史博物館員）
　　　　　　　　　　　末永　弥義（　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　嘱託）

４．市内遺跡試掘確認調査は、浦井・丸山・衞藤・末永が、中近世城館の確認調査は浦井が行った。
５．本書の執筆は第１章、第２章１、（3）（9）（13）、第３章を浦井が、第２章（1）①、（10）（12）

を丸山が、第２章（1）②・⑦・⑧、（2）（4）（11）を衞藤が、第２章（1）③・④・⑤・⑥、
（5）（6）（7）（8）を末永が行った。

６．遺構の実測、写真撮影などは調査担当者が行った。
７．本書の編集は、浦井が行った。



目　　　次

第１章　　遺跡の位置と環境	 …………………………………	 1

第２章　　市内試掘確認調査	 …………………………………	 3
　　　　　１．今年度の調査概要	 ……………………………	 3
　　　　　（１）沖代地区条里跡	 ……………………………	 4
　　　　　（２）中津城下町遺跡	 ……………………………	 9
　　　　　（３）岡崎城跡	 ……………………………………	 9
　　　　　（４）梶屋遺跡	 ……………………………………	 10
　　　　　（５）中原中屋敷遺跡	 ……………………………	 10
　　　　　（６）亀山古墳	 ……………………………………	 11
　　　　　（７）上如水遺跡	 …………………………………	 11
　　　　　（８）宮永城跡	 ……………………………………	 12
　　　　　（９）臼木古墳群	 …………………………………	 12
　　　　　（10）福島遺跡	 ……………………………………	 13
　　　　　（11）八面山山頂祭祀遺跡	 ………………………	 13
　　　　　（12）臼木遺跡	 ……………………………………	 14
　　　　　（13）周知遺跡外	 …………………………………	 14

第３章　　中近世城館確認調査	 ………………………………	 15

報告書抄録



図　版　目　次

第１図　中津市内主要遺跡分布図	 ………………	 2

第２図　試掘確認調査位置図	 ……………………	 3

第３図　沖代地区条里跡50次調査区位置図	 ……	 4

第４図　沖代地区条里跡50次調査遺構分布状況	 …	 4

第５図　沖代地区条里跡中央町一丁目調査区位置図	 …	 5

第６図　沖代地区条里跡上宮永地区調査区位置図	 …	 5

第７図　沖代地区条里跡中央町二丁目A地区調査区位置図	 …	 6

第８図　沖代地区条里跡中央町二丁目B地区調査区位置図	 …	 6

第９図　沖代地区条里跡52次調査区位置図	 ……	 7

第10図　沖代地区条里跡中殿町地区調査区位置図	 …	 8

第11図　沖代地区条里跡島田本町地区調査区位置図	 …	 8

第12図　中津城下町遺跡調査区位置図	 ………	 9

第13図　岡崎城跡調査区位置図	 ………………	 9

写　真　目　次

写真１　沖代地区条里跡50次調査堆積状況写真	 …	 4

写真２　沖代地区条里跡50次調査S12堆積状況	 …	 4

写真３　沖代地区条里跡中央町一丁目調査区１トレンチ北壁	 …	 5

写真４　沖代地区条里跡上宮永地区Aトレンチ	 …	 5

写真５　沖代地区条里跡中央町二丁目A地区トレンチ	 …	 6

写真６　沖代地区条里跡中央町二丁目B地区トレンチ	 …	 6

写真７　沖代地区条里跡52次調査地全景	 …	 7

写真８　沖代地区条里跡52次Aトレンチ	 …	 7

写真９　沖代地区条里跡52次Bトレンチ溝状遺構	 …	 7

写真10　沖代地区条里跡中殿町地区１トレンチ北壁	 …	 8

写真11　沖代地区条里跡島田本町地区トレンチ北壁	 …	 8

写真12　中津城下町遺跡２トレンチ	 ……………	 9

写真13　岡崎城跡３トレンチ	 ……………………	 9

第14図　梶屋遺跡調査区位置図	 ………………	 10

第15図　中原中屋敷遺跡調査区位置図	 ………	 10

第16図　亀山古墳調査区位置図	 ………………	 11

第17図　上如水遺跡調査区位置図	 ……………	 11

第18図　宮永城跡調査区位置図	 ………………	 12

第19図　臼木古墳群調査区位置図	 ……………	 12

第20図　福島遺跡調査区位置図	 ………………	 13

第21図　八面山山頂祭祀遺跡調査区位置図	 …	 13

第22図　臼木遺跡調査区位置図	 ………………	 14

第23図　周知遺跡外調査区位置図	 ……………	 14

第24図　中近世城館調査縄張り図作成箇所位置図	 …	 15

第25図　三光成恒地区縄張り図	 ………………	 16

写真14　梶屋遺跡２トレンチ	 …………………	 10

写真15　中原中屋敷遺跡トレンチ	 ……………	 10

写真16　亀山古墳Bトレンチ	 …………………	 11

写真17　上如水遺跡Aトレンチ	 ………………	 11

写真18　宮永城跡Aトレンチ	 …………………	 12

写真19　臼木古墳群7トレンチ	 ………………	 12

写真20　福島遺跡2トレンチ	 …………………	 13

写真21　八面山山頂祭祀遺跡1トレンチ	 ………	 13

写真22　臼木遺跡1トレンチ	 …………………	 14

写真23　周知遺跡外トレンチ状況	 ……………	 14

写真24　三光成恒地区堀跡	 ……………………	 16





1

第１章　遺跡の位置と環境

　１．地理的環境

　中津市は大分県の最北部に位置する。人口約８万４千人、面積約490k㎡を誇る。北は周防灘に面
し、西は福岡県、東は宇佐市、南は玖珠町・日田市と境を接する。英彦山に源を発する一級河川山
国川が市内を南から北へ貫流し流域一帯を潤す。上中流域は山々に囲まれた地形で、山国川やその
支流により開析された河岸段丘上に集落は営まれる。頼山陽により絶景と称された奇岩・奇勝の多
くは名勝耶馬渓として国の指定を受ける。下流域は沖積作用による県北最大の平野「沖代平野」と
洪積台地「下毛原台地」が広がる。

　２．歴史的環境

旧石器時代　市内の遺跡を概観すると旧石器時代の石器は才木遺跡（35）や法垣遺跡（19）で発見
されている。
縄文時代　上畑成遺跡（43）で早期の無文土器が検出された。早期末から前期は黒水遺跡（18）で
陥し穴が発見された。遺跡数は縄文後期から増大し、植野貝塚やボウガキ遺跡（21）、女体像と見ら
れる土偶が出土した高畑遺跡がある。法垣遺跡は複数の掘立柱建物が検出され注目された。
弥生時代　前期後葉から中期初頭の上ノ原平原遺跡（13）で貯蔵穴群が確認された。続く中期では
二列埋葬の土壙墓・住居跡・溝が福島遺跡（25）で確認され、前期末から後期初頭の集落全域が森
山遺跡（28）で検出された。
古墳時代・古代　亀山（亀塚）古墳（58）が挙げられるが、調査せず破壊されたため詳細は不明で
ある。その他の墳墓の多くは下毛原台地の南西に造営される。5世紀前半には山国川に面する勘助野
地遺跡（12）で方形周溝墓が造営され、５世紀後半から７世紀前半にかけては上ノ原横穴墓群（11）
が展開する。古墳時代後期には三保地域に岩井崎横穴墓群（29）、城山古墳群（34）、城山横穴墓群
（33）などが見られる。また、７世紀から９世紀にかけて相原山首遺跡（7）で方墳が造られる。古
墳時代後期の集落は諸田遺跡（45）や定留遺跡（47）でまとまって発見されている。古代には７世
紀末に百済系の軒丸瓦を出土した相原廃寺（6）が建立される。また、遅くとも８世紀初頭には沖代
平野に条里制（4）が施行されたと考えられ、条里の南限には「勅使街道」と呼ばれる古代官道が走
る。８世紀後半には官道南側に下毛郡衙正倉に推定される長者屋敷官衙遺跡（20）が確認された。
須恵器や瓦を製作した生産遺跡は、草場窯跡（37）、踊ヶ迫窯跡（38）、洞ノ上窯跡（31）などがあ
る。集落遺跡としては10世紀代の緑釉陶器や墨書土器が出土した三口遺跡（60）がある。
中世　長久寺の田丸城跡（24）など中世城館が市内各地に築かれる。16世紀末は黒田氏の入封に
よって中津城（1）が築城される。近年の調査によって、中津城は石垣に高度な構築技法が採用され
た現存する九州最古の近世城郭であることが判明した。
近世　関ヶ原の合戦後、黒田氏に替わって細川氏が入部し、城・城下町は整備・拡張される。城下
の造営は小笠原氏が入部する1632（寛永９）年に完成を見る（2）。1717（享保２）年に奥平氏が入
部し、1871（明治４）年の廃藩置県まで城下は奥平氏が統治した。
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 1. 中津城
 2. 中津城下町遺跡
 3. 豊田小学校校庭遺跡
 4. 沖代地区条里跡
 5. 市場遺跡
 6. 相原廃寺
 7. 相原山首遺跡
 8. 鶴市神社裏山古墳
 9. 坂手隈城跡
10. 幣旗邸古墳群
11. 上ノ原横穴墓群
12. 勘助野地遺跡

13. 上ノ原平原遺跡
14. 大池南遺跡
15. 佐知久保畑遺跡
16. 佐知遺跡
17. 加来居屋敷遺跡
18. 黒水遺跡
19. 法垣遺跡
20. 長者屋敷官衙遺跡
21. ボウガキ遺跡
22. 大悟法地区条里跡
23. 原遺跡
24. 田丸城跡

25. 福島遺跡
26. 福島地下式横穴
27. 前田遺跡
28. 森山遺跡
29. 岩井崎横穴墓群
30. 犬丸川流域遺跡
31. 洞ノ上窯跡
32. 安平遺跡
33. 城山横穴墓群
34. 城山古墳群
35. 才木遺跡
36. 城山窯跡群

37. 草場窯跡
38. 踊ヶ迫窯跡
39. ホヤ池窯跡
40. 大谷窯跡
41. 野依遺跡
42. 野依地区条里跡
43. 上畑成遺跡
44. 諸田南遺跡
45. 諸田遺跡
46. 天貝川遺跡
47. 定留遺跡
48. 定留貝塚

49. 和間貝塚
50. 定留鬼塚遺跡
51. 是能遺跡
52. 田尻大迫遺跡
53. 舞手橋東段上遺跡
54. 是則遺跡
55. 全徳遺跡
56. ガラヌノ遺跡
57. 合馬遺跡
58. 亀山古墳
59. 東浜遺跡
60. 三口遺跡
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第１図　中津市内主要遺跡分布図（Ｓ=1/50,000）
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第２章　市内試掘確認調査

　１．今年度の調査概要

　令和２年１月末時点の市内における埋蔵文化財包蔵の照会件数は1,027件を数える。前年同月より
やや減少している。文化財保護法第93条・94条第１項の届出・通知は178件提出されており、これ
は前年度とほぼ同数である。照会対象となる遺跡で最も件数が多いのは沖代地区条里跡で230件。
次は中津城下町遺跡の59件となる。この数値も例年とほぼ変化はない。主な工事内容は個人住宅建
設と集合住宅建設であり、条里内での宅地化が進行している。開発は旧市内が多く、旧下毛地区に
ついては三光地区で個人住宅の建設件数が多い。それ以外の旧郡部では携帯電話基地局建設が目立
つ。
　以下、補助を受け調査を実施した20箇所について報告する。

第２図　試掘確認調査位置図（Ｓ=1/100,000）

中津城下町遺跡

0 50㎞
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（１）沖代地区条里跡

　①50次調査
　平成31年４月25日、沖代地区条里跡内で道路新設
工事に伴う文化財保護法第94条第１項の通知が中津市
長より提出された。遺跡の取扱いについて、令和元年
５月23日付けで大分県教育委員会教育長より発掘調査
の通知があった。これを受けて中津市教育委員会が５
月27日～ 30日の間、確認調査を行った。
　調査では路線に沿って東西方向に西から１・２・３
トレンチを設定して遺構検出と堆積状況を確認した。
遺構は現代の耕作土および旧耕作土下で検出した。各
トレンチで溝状遺構（自然流路が多い）を検出、溝状
遺構の方向から、南西から北東に向かって地形が低く
なっていることが分かった。また、粘土の平行堆積を
確認し、時期は不明だが水田耕作土である可能性を考
えている。遺構が確認されたことにより本発掘調査を
10月21日～ 11月27日の間実施した。

第３図　沖代地区条里跡50次調査区位置図

　　　　　（Ｓ=1/2,500）

第4図　沖代地区条里跡50次調査遺構分布状況（Ｓ=1/500）

写真１　沖代地区条里跡50次調査堆積状況写真（西から） 写真2　沖代地区条里跡50次調査S12堆積状況（西から）
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　②中央町一丁目

　令和元年７月16日、中津市中央町一丁目763番１外２筆で集合住宅建設に伴う文化財保護法第93
条第１項の届出が提出された。８月26日、トレンチ２本を設定し遺構・遺物の有無を確認した。１
トレンチの基本層序はⅠ耕作土（黒褐色土：厚0.1ｍ）、Ⅱ耕作土（黒褐色粘質土：厚0.3ｍ）、Ⅲ基
盤層（黄褐色土）である。東から西に向かい約0.1ｍ高くなり、基盤層も粘質から砂質に変化する。
また西側基盤層直上で近世の磁器片を確認した。2トレンチの基本層序はⅠ造成土（厚0.7ｍ）、Ⅱ耕
作土（茶色砂質土：厚0.3ｍ）、Ⅲ基盤層（礫混じりの灰白色砂質土）である。両トレンチとも遺構
は確認できず、また工法変更により建物基礎が盛土内におさまるため工事着工とした。

　③上宮永地区

　平成31年４月15日、中津市大字上宮永字岸ノ町278番５外にて集合住宅建設に伴う文化財保護
法第93条第１項の届出が提出された。事業は約984㎡の敷地内に建築面積約306㎡の集合住宅１棟
を建設するもので、建物の基礎部分に深さ0.8ｍの表層改良を行うものであった。令和元年９月11
日に確認調査を実施し、建物建築部分にＡ・Ｂ２本のトレンチを設定して、遺構・遺物の有無の確
認を行った。Ａトレンチでは深さ1.1ｍで基盤層（暗黄褐色弱粘質土）に達し、Ｂトレンチでは深さ
0.9ｍまで掘削したが基盤層に達しなかった。両トレンチとも遺構・遺物は確認されなかった。

Aトレンチ

Bトレンチ

第５図　沖代地区条里跡中央町一丁目
　　　　調査区位置図（Ｓ=1/2,500）

第６図　沖代地区条里跡上宮永地区調査区
　　　　位置図（Ｓ=1/2,500）

写真４　沖代地区条里跡上宮永地区Aトレンチ
　　　　（東から）

写真３　沖代地区条里跡中央町一丁目
　　　　調査区１トレンチ北壁
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　④中央町二丁目A地区

　令和元年８月23日、中津市中央町二丁目488番24外にて個人住宅建設に伴う文化財保護法第93
条第１項の届出が提出された。事業は約751㎡の敷地内に個人住宅３棟を建設するものであった。令
和元年10月２日に確認調査を実施し、建物建築部分にＡ・Ｂ２本のトレンチを設定した。遺構の検
出は深さ約1.0ｍ前後の沖積土層上面と、Ａトレンチで深さ1.5ｍ、Ｂトレンチでは深さ1.3ｍの基
盤層（暗灰黄色弱粘質土）上面とで行った。両トレンチとも遺構・遺物は検出されなかった。

　⑤中央町二丁目B地区

　令和元年７月25日、中津市中央町二丁目33番にて集合住宅建設に伴う文化財保護法第93条第１
項の届出が提出された。事業は約1,908㎡の敷地内に建築面積約376㎡の集合住宅１棟を建設するも
のであった。令和元年10月17日に確認調査を実施し、建物建築部分にＡ・Ｂ２本のトレンチを設定
した。深さ0.7ｍ前後の基盤層（暗灰黄色弱砂質土）上面で遺構・遺物の検出を行い、Ａトレンチで
幅40㎝・深さ15㎝程度の溝状遺構を1条検出した。ただし、この溝状遺構は形状からみて自然流路
の可能性がある。

Aトレンチ Bトレンチ

Aトレンチ

Bトレンチ

第７図　沖代地区条里跡中央町二丁目
　　　　A地区調査区位置図（Ｓ=1/2,500）

第８図　沖代地区条里跡中央町二丁目
　　　　B地区調査区位置図（Ｓ=1/2,500）

写真６　沖代地区条里跡中央町二丁目B地区
　　　　トレンチ（北東から）

写真５　沖代地区条里跡中央町二丁目A地区
　　　　トレンチ（北から）
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　⑥沖代地区条里跡52次調査

　平成31年４月25日、中津市大字相原3835番外に
て道路新設に伴う文化財保護法第94条第１項の通知
が提出された。事業は沖代平野中央部を東西に走る道
路を新設するもので、今回の対象範囲は延長450ｍ・
幅18ｍに及ぶものであった。このうち西側の約１／
４は令和元年11月までに本調査が終了しており、残
る東側部分が今回の確認調査実施地区となった。
　確認調査は令和元年12月２日から12月16日の期
間で、３本のトレンチを設定して行った。トレンチ
は西側からＡ・Ｂ・Ｃとし、幅はすべて1.5ｍ、長
さはＡトレンチが90ｍ、Ｂトレンチが135ｍ、Ｃト
レンチが58ｍである。現地表面から水田の耕作土・
床土・自然堆積土などを30㎝～ 50㎝の深さで掘削
し、基盤層（明黄灰色弱粘質土）上面で遺構の検出
を行った。Ａトレンチでは近年の円形土坑のほか、
不整形土坑・溝状遺構を検出したが、不整形土坑の
大部分は風倒木痕かと考えられる。Ｂトレンチ西部
とＣトレンチ西部では並行する数条の溝状遺構が検
出され、中世以降の畑の畝に伴う溝と考えられる。
Ｃトレンチ東端では大型の土坑状の遺構が検出され
たが時期は不明である。また、Ｂトレンチの中央部
から東部では現在の水田畦畔の直下から南北方向の
溝が確認されたが時期は不明である。調査では写真
撮影のほか、トレンチ全体の壁面の土層断面図を縮
尺1/20で実測した。
　なお、今回の調査では古代の条里に関係する確実
な遺構は確認できなかった。

Aトレンチ

Bトレンチ

Cトレンチ

第９図　沖代地区条里跡52次調査区位置図（Ｓ=1/2,500）

写真７　沖代地区条里跡52次調査地全景（東から）

写真８　沖代地区条里跡52次Aトレンチ（西から）

写真９　沖代地区条里跡52次Bトレンチ溝状遺構

　　　　（南から）
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　⑦沖代地区条里跡中殿町地区

　令和元年５月16日、中津市中殿町三丁目29番３外５筆で病院建設に伴う文化財保護法第93条第
１項の届出が提出された。11月5日に１トレンチを、２月３日に２トレンチを設定し遺構・遺物の
有無を確認した。１トレンチの基本層序はⅠ造成土（厚0.85ｍ）、Ⅱ灰色粘質土（水田層：厚0.15
ｍ）、Ⅲ明灰色弱粘質土（水田床土：厚0.1ｍ）、Ⅳ灰黄色粘質土（厚0.1ｍ）、Ⅴ暗灰色粘質土（沖積
土：厚0.2ｍ）、Ⅵ基盤層（厚0.45ｍ）である。Ⅵ層以下は灰色礫層で地表面より2.5ｍ下で湧水す
る。２トレンチの基本層序は1造成土（厚0.7ｍ）、Ⅱ黒褐色粘質土（水田層：厚0.1ｍ）、Ⅲ暗灰色
粘質土（厚0.1ｍ）Ⅳ基盤層である。Ⅱ層内では近世と思われる陶器類を散見し、基盤層直上で中世
の瓦質土器3点を発見したが両トレンチとも遺構は確認できなかった。

　⑧沖代地区条里跡島田本町地区

　平成31年２月25日、中津市島田本町48番地で診療所建設に伴う文化財保護法第93条第１項の届
出が提出された。４月３日、建屋予定地に１本のトレンチを設定し遺構・遺物の有無を確認した。
現況地表面より１ｍ下で基盤層を検出。基本層序はⅠ造成土層（明灰褐色砕石土：厚0.3～0.5ｍ）、
Ⅱ造成土層（灰褐色砂質土：厚0.5 ～ 0.7ｍ）、Ⅲ水田層（灰褐色粘質土：厚0.1ｍ）、Ⅳ基盤層（明
黄褐色粘質土）である。Ⅱ層には人頭大の河原石や現代のゴミが多く含まれており、ゴミの内容物
から1975年以降の造成と推測できる。Ⅲ層は一部検出したが大部分が削平されていた。またⅣ層も
一部削平されており、遺構・遺物ともに確認できなかった。

第10図　沖代地区条里跡中殿町地区調査区
　　　　 位置図（Ｓ=1/2,500）

第11図　沖代地区条里跡島田本町地区
　　　　 調査区位置図（Ｓ=1/2,500）

写真11　沖代地区条里跡島田本町地区
　　　　 トレンチ北壁

写真10　沖代地区条里跡中殿町地区1トレンチ
　　　　 北壁
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（２）中津城下町遺跡

　令和元年７月１日、中津市船場町507番１付近から502番地付近で市道拡幅に伴う文化財保護法
第94条第１項による通知が提出された。７月22日、トレンチを２本設定し遺構・遺物の確認を行っ
た。１トレンチの基本層序はⅠ近現代造成土（厚0.5ｍ）、Ⅱ灰黄色砂層（厚0.4ｍ）、Ⅲ暗灰色砂層
（礫混じり）で、２トレンチの基本層序はⅠ近現代造成土（厚0.5ｍ）、Ⅱ灰白色砂礫層（厚0.2ｍ）、
Ⅲ黒褐色砂層である。どちらもⅢ層上面を検出面としたが遺構・遺物とも発見には至らず、また掘
削中も陶磁器類はほとんど散見できなかった。

（３）岡崎城跡

　平成28年10月24日、中津市三光田口3197番７外で太陽光発電施設設置に伴う文化財保護法第
93条第１項の届出が提出された。27,255㎡の畑地にパネルや調整池を設置する計画であった。隣接
する東側高台には岡崎城跡の遺構が良好に残存しているため、関連遺構の発見を想定し、平成31年
４月２日に確認調査を行った。計６本のトレンチを設定し調査したが、各トレンチでは表土を20㎝
～ 30㎝除去すると基盤層に達し、遺構・遺物を確認できなかった。土地所有者は過去に調査地を大
規模に地下げしたとのことであり、今回の調査結果はそれを裏付けるものとなった。

第12図　中津城下町遺跡調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/2,500）

第13図　岡崎城跡調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/5,000）

写真12　中津城下町遺跡２トレンチ（西から）

写真13　岡崎城跡３トレンチ (西から)

3トレンチ
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（４）梶屋遺跡

　平成30年12月27日、中津市大字永添字外園1063番１で集合住宅建設に伴う文化財保護法第93条
第１項の届出が提出された。平成31年４月16日、建屋予定地に２本のトレンチを設定し遺構・遺物
の有無を確認した。１トレンチでは現況地表面より0.1～ 0.4ｍ下で基盤層を検出。基本層序はⅠ表
土層（薄黄灰色砂層：厚0.1ｍ）、Ⅱ堆積土層（薄黄土層：厚0～ 0.3ｍ）、Ⅲ基盤層（明黄褐色土層）
である。Ⅱ層は北東側では厚く堆積しているが南西に向うにつれ薄くなり消滅する。Ⅲ層の質感はボ
ロボロと脆く、有機物を多く含む。２トレンチの基本層序はⅠ表土層（薄黄灰色砂層：厚0.1ｍ）、Ⅱ
基盤層（明黄褐色土層）である。トレンチ中央に自然流路と思われる堆積層（薄灰色砂層：厚0.4ｍ）
を検出したが、両トレンチとも遺構・遺物の発見には至らなかった。調査地は明治21年の地目図で
は畑地になっているが周辺は山林になっており、Ⅲ層の状況より当地も山林であったと思われる。

（５）中原中屋敷遺跡

　平成31年４月４日、中津市大字中原字中屋敷228番外にて集合住宅建設に伴う文化財保護法第93
条第１項の届出が提出された。事業は対象面積が約934㎡で、建築面積約239㎡の集合住宅１棟を
建設するものであった。令和元年５月９日に確認調査を実施し、建物建築部分にトレンチ１本を設
定し、遺構・遺物の有無の確認を行った。遺構の検出は深さ1.0ｍ前後の基盤層（灰茶色弱粘質土）
上面で行い、ピット４基を検出した。なお、建築予定建物の北西・南西辺に沿って幅約2.5ｍ～ 3.0
ｍ、深さ約1.0ｍの濠が残存しているが、これは中世以降に集落や居館を区画した遺構と考えられる。

第14図　梶屋遺跡調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/2,500）

第15図　中原中屋敷遺跡調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/2,500）

写真15　中原中屋敷遺跡トレンチ
　　　　 （南東から）

写真14　梶屋遺跡2トレンチ
　　　　 （南から）
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（６）亀山古墳

　令和元年５月22日、中津市大字下池永字乙名屋敷880番２外にて集合住宅建設に伴う文化財保
護法第93条第１項の届出が提出された。事業は約2,796㎡の敷地内に集合住宅３棟を建設するもの
で、全体的に深さ0.5ｍの掘削が予定された。令和元年６月17日に確認調査を実施し、建物建築部
分に北側からＡ・Ｂ・Ｃ３本のトレンチを設定して、遺構・遺物の有無の確認を行った。このうち
Ｂトレンチでは地表面から10㎝～ 20㎝の表土層直下で基盤層（明茶褐色弱粘質土）に達し、幅1.5
ｍの溝状遺構や複数のピットを検出した。

（７）上如水遺跡

　令和元年８月19日、中津市大字上如水字前田1220番外にて宅地造成に伴う文化財保護法第93条
第１項の届出が提出された。事業は約2,433㎡の敷地内に９区画の宅地と道路を建設するための造成
工事であった。令和元年９月27日に確認調査を実施し、敷地内の東西方向にＡ・Ｂ・Ｃ３本のトレ
ンチを設定した。遺構の検出は深さ0.6ｍ～ 1.0ｍの沖積土層上面と、深さ1.3ｍ～ 2.0ｍの基盤層
（明青灰色弱砂質土）上面で実施した。各層とも遺構・遺物は検出されなかった。

Aトレンチ

Cトレンチ

Bトレンチ

Aトレンチ

Cトレンチ

Bトレンチ

第16図　亀山古墳調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/2,500）

写真16　亀山古墳Ｂトレンチ（西から）

第17図　上如水遺跡調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/2,500）

写真17　上如水遺跡Aトレンチ（西から）
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（８）宮永城跡

　令和元年９月10日、中津市大字下宮永字堂天29番１にて宅地造成に伴う文化財保護法第93条第
１項の届出が提出された。事業は約1,209㎡の敷地を造成するものであった。令和元年10月７日に
確認調査を実施し、敷地内に東からＡ・Ｂ・Ｃ３本のトレンチを設定した。遺構・遺物の検出を行っ
た地層は沖積土層直下の明灰色弱砂質土層で、Ａトレンチで深さ0.5ｍ、Ｂトレンチでは深さ0.7ｍ
で確認されたが、Ｃトレンチでは2.1ｍの深さまで掘削してもこの地層が確認されなかった。遺構は
Ａ・Ｂトレンチで不整形の段落ちやピットが検出され、沖積土中から土師器の小片が出土した。

（９）臼木古墳群

　令和元年11月７日、中津市三光小袋237外243筆で農業基盤整備事業に伴う文化財保護法第94条
第１項の届出がなされた。当該地の大部分は周知遺跡外であるが、予定地の北部分がわずかに臼木
古墳群に含まれていることや、圃場面積が広大であるため、令和元年11月13日、確認調査を実施し
た。調査地に計10本のトレンチを設定し遺構・遺物の確認を行ったが、７トレンチにて須恵器の破
片を１点発見した以外、それらの確認には至らなかった。調査地は過去に一度圃場整備が行われて
おり、今回の調査ではその際の整地層か自然堆積層なのか判別のつかないトレンチも多く存在した。

AトレンチCトレンチ

Bトレンチ

7トレンチ

第18図　宮永城跡調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/2,500）

第19図　臼木古墳群調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/8,000）

写真19　臼木古墳群７トレンチ
　　　　 (南から)

写真18　宮永城跡Ａトレンチ（南から）
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（10）福島遺跡
　令和元年９月25日、中津市大字福島1055番外にて病院施設増築に伴う文化財保護法第93条第１
項の届出が提出された。調査対象地は、明治21年の土地利用図では山地となっている。調査は11月
15日に行った。建屋増築部分300㎡に対して２本のトレンチを設定し掘削した。堆積状況はⅠ層：
造成土、Ⅱ層：暗褐色土（Φ1～ 3㎝の黄褐色礫、Φ0.5㎝の炭を微量に含む）Ⅲ層：非常にきめ細
かい黒色土であった。１トレンチでは現況下80㎝で基盤層を確認したが遺構は検出できなかった。
２トレンチでは現況下65㎝で基盤層を確認した。堆積状況は１トレンチと同様であった。遺物は出
土していない。調査面積は65㎡である。

（11）八面山山頂祭祀遺跡
　令和元年５月７日、中津市三光田口3567番２で展望所建設に伴う文化財保護法第94条第１項に
よる通知が提出された。調査地周辺の巨石群では６世紀末から７世紀初頭の頃須恵器片などが表採
されており、11月27日、遺物の流れ込みを想定して人力でトレンチ５本を掘削した。１トレンチ
では現況地表面より0.15ｍ下で、４トレンチでは0.2ｍ下で基盤層（黄褐色土に多量の凝灰岩塊を
含む）を検出したが、２、３、５トレンチは撹乱されていた。全トレンチで遺構・遺物は確認でき
ず、掘削中コンクリート片や電線（テレビ塔のアースか）を検出した。特に調査地東側に多く、当
該地は削平し平場を作った後、工作物を設置したものと考えられる。また翌年１月７日、巨石除去
に立会したが遺構・遺物とも確認できなかった。

第20図　福島遺跡調査区位置図（Ｓ=1/2,500）

第21図
八面山山頂
祭祀遺跡調
査区位置図
（Ｓ=1/5,000）

写真21
八面山山頂
祭祀遺跡
１トレンチ
（西から）

写真20　福島遺跡2トレンチ
　　　　 （南から）
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（12）臼木遺跡
　令和元年11月13日、中津市三光臼木736番１外にて携帯電話基地局に伴う文化財保護法第93条
第１項の届出が提出された。調査対象地は、コンクリート擁壁で宅地造成されて、周辺の畑より１
ｍほど高くなっている。調査は12月19日に実施した。２ｍ以上掘削する範囲（72㎡）について調
査対象とし、１、２トレンチを設定して掘削した。結果、現況下1.1ｍで基盤層を確認した。堆積は
造成土である。畑の耕作土は確認していないため、耕作土を漉き取って造成したと考えられる。基
盤層上面で遺構検出をしたが、遺構は確認されなかった。調査面積は17㎡である。

（13）周知遺跡外
　令和元年10月11日、中津市大字下池永198番外にて市道新設に伴う照会がなされた。計画地は周
知遺跡外であったが、沖代地区条里跡や東浜遺跡に近接するため試掘調査を実施した。２本のトレ
ンチを設定し掘削したところ、地表から20㎝～ 30㎝で湧水し、遺構・遺物は確認できなかった。１
トレンチの地山は茶褐色土、２トレンチは暗灰色砂土であった。１トレンチの地目は墓地であり、
土質の違いはもともと高い地形であったことに起因する可能性が高い。

調査区

2トレンチ

1トレンチ

第22図　臼木遺跡調査区位置図（Ｓ=1/5,000）

第23図　周知遺跡外調査区位置図
　　　　 （Ｓ=1/2,500）

写真23　周知遺跡外トレンチ状況
　　　　 （南から)

写真22　臼木遺跡１トレンチ（北から）
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第3章　中近世城館確認調査
１．調査の経緯
　大分県教育委員会は平成７年度～ 15年度まで県内全域を対象に中近世城館の確認調査を実施し
た。中津市では平成25年度から補助金を受け市内の中近世城館の確認調査を行っている。県調査
が手薄であった旧下毛郡部を中心に市内全域の詳細不明城館の探索、及び既知の城館の再確認を行
い、開発への備えや重要城館の指定化を目的に本事業は進められている。

２．調査の経過
　今年度は６月に調査委員会を開催した。12月、文化庁主任調査官を招聘し事業の進捗状況の説明、
調査指導、長岩城跡・平田城跡の視察が行われた。今年度は踏査を６地点、縄張り図作成を８地
点（①三光成恒地区（三光公民館敷地内）、②三光上深水字咄地区、③三光西秣・下深水字内尾迫地
区、④高城跡（耶馬溪町）、⑤永添中尾前地区、⑥末広城跡（正行寺））、⑦中尾城跡、⑧拝香宮（加
来）にて実施した。以下、三光成恒地区（三光公民館敷地内）の調査について述べる。

❶

❷

❸

❹

❽

❺
❻

❼

0 20㎞

第24図　中近世城館調査縄張り図作成箇所位置図（Ｓ=1/200,000）
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　三光成恒地区（三光公民館敷地内）

　令和元年11月29日、三光公民館の敷地内の高台広場にある遺構の縄張り図を作成した。現在この
広場にはベンチやテーブルが設置されており、公民館を訪れる市民の休憩スペースとなっている。
　堀と思われる遺構は広場中央に所在する。堀は長さ約20m、最大幅５ｍ、深さ約１ｍで東側端部
は南側に緩やかに曲がる。平面形状から堀南側の空間Ⅰを守備する意図が窺える。中央部は橋が架
けられ、堀の両端部は広場の散策道や後世の造成により削平されるなど遺構の損壊は著しい。現況
の堀の両サイドは同じ高さで、堀の北側は北に向けて緩やかに下っており少し削平を受けている様
子。また、Ⅰ南側の曲輪の下に一段曲輪状のテラスがあるが遺構かどうか判然としない。調査地周
辺の旧地形は調査地と同程度の高さがあったと思われるが、公民館建設などにより大きく削平され
たことが想起される。
　調査地の小字は「随雲寺」であり、瑞雲寺遺跡と接している。この地には瑞雲寺廃寺があり、そ
の経塚から、県有形文化財に指定されている奈良時代の銅鋳鍍金誕生仏、12～ 13世紀の竜泉窯系や
同安窯系の皿など21点の遺物が出土したとされる。（1）今回確認した遺構が、瑞雲寺廃寺に関係する
ものか不明であるが、近接して立地する点は興味深い。
　周辺の中世城館との関係をみると、調査地から北西約300mの地点に田島崎城跡の中心地がある。
同城は在地領主・成恒氏の居城とされる。明確な遺構は集落内に堀状の遺構が確認されるのみであ
り少ない。一次資料には同城を指すと思われる「成恒越中守切寄」の文言が見える。今回調査した
遺構と田島崎城との関係も不明であるが、至近距離にある点は遺構の性格を考える上で参考とすべ
き事項であろう。

【註】（1）『三光村誌』三光村1988

三光公民館

Ⅰ

0 10m

第25図　三光成恒地区縄張り図
　　　　 （Ｓ=1/2,500）

写真24　三光成恒地区堀跡（南西から）
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北緯 東経 調査期間 面積（㎡） 調査原因市町村コード 遺跡番号

大分県中津市大字

相原3835番外

大分県中津市中央町

一丁目763番1外2筆

大分県中津市大字上

宮永字岸ノ町278番5外

大分県中津市中央町

二丁目488番24外

大分県中津市中央町
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宮永城跡
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臼木736番1外

大分県中津市大字

下池永198番外

大分県中津市三光

成恒

なかおお おおあざいたけん つ し

なか さんこうおおいたけん つ し
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33゜ 131゜
33′ 13′
48″ 32″
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展望デッキ
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33゜ 131゜
30′ 13′
36″ 23″

20191115
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2019121944203 17
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基地局建設

市道新設

確認調査

203154
33゜ 131゜
32′ 11′
15″ 26″

－ 30－
33゜ 131゜
35′ 12′
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20191011

20191129－ －－
33゜ 131゜
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中
近
世

城
館

所収遺跡名 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

縄文・弥生・
中世

条里跡 なし

なし

弥生土器など

条里跡 なし なし

確認調査後、本発掘調査実施

条里跡

条里跡

なし なし なし

なしなし なし

条里跡 溝状遺構 なし 自然流路か？

条里跡 溝状遺構 弥生土器 本発掘調査予定

条里跡 なし 瓦質土器 中世後半

条里跡 なし なし なし

城下町 なし なし なし

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

中世城館 なし なし なし

包蔵地 なし なし なし

中世城館･集落 柱穴･溝状遺構 なし 確認調査後、本発掘調査実施

墳墓 溝状遺構 なし 確認調査後、本発掘調査実施

弥生・古墳

古墳・弥生

中世

弥生・古墳

中世

近世

包蔵地 なし なし なし上如水遺跡
せきかみじょすい い

亀山古墳
ふんかめやま こ

中原中屋敷遺跡
せきなかばるなか や しき い

梶屋遺跡
せきかじ や い

岡崎城跡
あとおかざきじょう

宮永城跡
あとみやながじょう

臼木古墳群
ふんぐんうす き こ

福島遺跡
せきふくしま い

八面山山頂祭祀遺跡
せきはちめんざんさんちょうさい し い

臼木遺跡
せきうす き い

周知遺跡外
せきがいしゅうち い

中世中世城館 柱穴 土師器 なし

古墳墳墓 なし 須恵器 なし

集落 なし なし なし

古代･中世祭祀 なし なし 削平済み

古墳･弥生包蔵地 なし なし なし

－－ なし なし なし

三光成恒地区
さん こうなりつね ち く

－－ 堀 なし 三光公民館横に遺構あり

沖代地区条里跡内にて溝状遺構を確認した。中原中屋敷遺跡では柱穴・溝状遺構を確
認した。中近世城館調査は三光成恒地区の縄張り図を作成した。

中津城下町遺跡
せきなか じょうか まち いつ
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所収遺跡名 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

弥生・古墳・古代・
中世・近世

縄文・弥生・
中世

条里跡 なし

なし

弥生土器など

条里跡 なし なし

確認調査後、本発掘調査実施

条里跡

条里跡

なし なし なし

なしなし なし

条里跡 溝状遺構 なし 自然流路か？

条里跡 溝状遺構 弥生土器 本発掘調査予定

条里跡 なし 瓦質土器 中世後半

条里跡 なし なし なし

城下町 なし なし なし

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

沖代地区条里跡
あとじょうだいおき くち り

中世城館 なし なし なし

包蔵地 なし なし なし

中世城館･集落 柱穴･溝状遺構 なし 確認調査後、本発掘調査実施

墳墓 溝状遺構 なし 確認調査後、本発掘調査実施

弥生・古墳

古墳・弥生

中世

弥生・古墳

中世

近世

包蔵地 なし なし なし上如水遺跡
せきかみじょすい い

亀山古墳
ふんかめやま こ

中原中屋敷遺跡
せきなかばるなか や しき い

梶屋遺跡
せきかじ や い

岡崎城跡
あとおかざきじょう

宮永城跡
あとみやながじょう

臼木古墳群
ふんぐんうす き こ

福島遺跡
せきふくしま い

八面山山頂祭祀遺跡
せきはちめんざんさんちょうさい し い

臼木遺跡
せきうす き い

周知遺跡外
せきがいしゅうち い

中世中世城館 柱穴 土師器 なし

古墳墳墓 なし 須恵器 なし

集落 なし なし なし

古代･中世祭祀 なし なし 削平済み

古墳･弥生包蔵地 なし なし なし

－－ なし なし なし

三光成恒地区
さん こうなりつね ち く

－－ 堀 なし 三光公民館横に遺構あり

沖代地区条里跡内にて溝状遺構を確認した。中原中屋敷遺跡では柱穴・溝状遺構を確
認した。中近世城館調査は三光成恒地区の縄張り図を作成した。

中津城下町遺跡
せきなか じょうか まち いつ




